
新入生保護者説明会

特別支援教育

について

〈豊見城小学校〉

令和４年 ２月８日（火）



平成１９年４月

学校教育法の一部改正

特別支援教育がスタート



・盲学校

・聾学校

・養護学校

＜小学校・中学校＞

・特殊学級
＜小学校・中学校＞

・通常の学級

特殊教育

支援対象の拡大

特別支援教育



「特別支援教育」

障害の有無にかかわらず、一人ひとりのちがい
を理解し、通常学級にいる子どもたちにも適切な
支援をしようという考え方。



本校の特別な支援

特別支援学級に在籍し、個に合わせた指導を必要とする児童

通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童
LD、ADHD、自閉症スペクトラムなど支援の必要な児童
支援：通常学級、あすなろ・わかたけ教室での通級指導、

支援員の配置

知的な発達、情緒・自閉、肢体、言語・聴覚機能に困難のある児童等
支援：なかよし、ひまわり、スマイル、ラッキー、ピース、

チャレンジ、ハッピー、ことばの教室、通常学級、
支援員の配置 ※令和３年度



特別な支援を必要とする子はど
のクラスにもいます （６.５％）

ちょっとしたことで
カッとなる

気が散りやすい

けんかが多い

一人遊びが多い
友達ができにくい

自分の話したい
ことばかり話して
会話にならない

字を書くのに
時間がかかる直ぐ席を立つ

不器用

等

例えば・・



支援・配慮のポイント

子ども達が
どこで困っているのか

「気づく」こと



豊見城小学校の特別支援教育

児童の実態把握

連携

保護者

コーディネーター

担 任

校内委員会
ケース会議

支援



資料

チェックの○が少なくても
子どもが困っている場合は
学級担任に相談してください



早く気づいて、支援することが
とても大切です

特別な支援を受けるためには、毎年６月までに学級担任に
申し出ることで、豊見城市の教育支援委員会で特別な支援
の必要性を判断します。



少しでも気になることがあれば
学級担任や
特別支援教育コーディネーター
にご相談ください


